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第１回協議会での質問・意見への対応状況

【Ｐ１７】
　市域全体に広がる計画であり、各施策を結ぶネットワークとして配置した
が、施策の一つであることから、かわまちづくり最大の目的である「かわと
まちの融合」を中心に配置した。

【木村会長】
　「⑥賢治を感じる散策路ネットワーク」が太字で強調され、中心に位置し
ているのが疑問である。
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第１回協議会での質問・意見への対応状況

番号
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【Ｐ１９】
　イベント利用者数ではなく、イベント開催数で評価することが妥当と判断
して、指標をイベント開催数として、現在確認されているＲ４の河川敷にお
けるイベントが２回であることから、Ｒ１２時点で５回を当面の目標とす
る。

　Ｐ２６　　定量目標　　②河川敷におけるイベント利用者数
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【福田委員】
　人口減少社会においては、民間の人がイベントを開催しやすい方策を考え
た上で、人数ではなく新規イベント開催数を目標にする方が良いのではない
か。

Ｐ１９

2 / 4 ページ



第１回協議会での質問・意見への対応状況
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【Ｐ１９】
　花巻スポーツランドの利用者における花巻温泉郷の宿泊者数がＲ４で約１
００人であることから、Ｒ１２時点で２００人を当面の目標とする。
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・
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　Ｐ２６　 定量目標　 ③花巻温泉郷の利用者数

【福田委員】
　花巻温泉郷の利用者数が増えたからと言って、かわまちづくりが成功した
とは言えない。温泉郷の宿泊と水辺アクティビティなどのプランとセットで
利用者が測れるものがあればよい。

【高田委員】
　水辺アクティビティの利用者数の増加で100万人から140万人にすることは
現実的ではない。
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第１回協議会での質問・意見への対応状況

番号 　４

項目 　Ｐ２８～２９　ソフト施策

【福田委員】
　イギリス海岸でのソフト施策について、提案されているのが星空観察だけ
なので計画として弱いと感じる。
　イギリス海岸は通年で人が来るので、それに対応したアイデアが欲しい。
カフェやバーベキュー場など民間事業者を呼び込めないか。

【Ｐ２２】
　イギリス海岸にも桜づつみが下流から続いていることから、新たな活動の
案として記載した星空観察に桜づつみを活用した河川敷でのさくら祭りを加
え、計画に厚みを出すこととした。

【Ｐ２３】
　①から⑦の各施策ごとの新たな活動の検討には、例としてワークショップ
でアイデアを出していただいた中から、実施可能と思われる内容を記載して
いるが、最後に「社会実験の展開」の部分を「市民に限らずに民間事業者な
ど広くアイディアを募集して、市民の憩いの場の創出や観光客・来訪者など
のイベント参加など、かわとまちの融合を実現する手法の導入を検討しま
す。」と記載の変更した。
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